
●全国初！「子牛の命名権」を活用した農家支援プログラム。

集まった寄付金は、担い手育成や農業支援に活用します

【特集】ふるさと納税で「小林を元気に。」
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テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
、
何
か
と
話
題
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
」。
市
で
も
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
ち
の
知
名
度
向
上
や
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
力
を
入

れ
て
い
る
ワ
ケ
や
寄
付
金
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
も
っ
と

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
ふ
る
さ

と
納
税
の
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
全
国
か
ら
64
件
、
約

４
０
０
万
円
の
寄
付
を
受
け
入
れ
。

返
礼
品
に
特
産
品
を
返
す
取
り
組
み

を
導
入
す
る
な
ど
し
た
25
年
度
に
は

３
５
５
件
、
約
７
０
０
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

26
年
９
月
に
は
国
か
ら
地
方
創
生

が
提
唱
さ
れ
、
そ
の
中
で
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
地
方
を
活
性
化
さ

せ
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
を
地
方
創
生
の
一
つ
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
平

成
26
年
10
月
に
庁
内
８
課
９
人
か
ら

な
る
ふ
る
さ
と
納
税
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。
初
年

度
目
標
額
１
億
円
を
掲
げ
、
返
礼
品

の
充
実
や
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実

施
。
全
国
か
ら
６
３
３
９
件
、
約

１
億
３
千
万
円
あ
ま
り
の
寄
付
受
け

入
れ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
全
国
初
の
取
り
組
み

と
な
る
返
戻
品
に
姉
妹
都
市
セ
ッ

ト
の
導
入
、
小
林
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
導

入
、
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
と
連
携
し

て
の
食
事
コ
ー
ス
の
開
発
、
全
国

に
先
駆
け
て
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
を
活

用
し
た
独
自
の
取
り
組
み
を
行

い
、
少
な
い
コ
ス
ト
の
中
、
平
成

28
年
度
に
は
、
３
万
５
０
６
件
、

10
億
７
６
２
５
万
４
４
２
８
円
の
寄

付
を
全
国
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
組

む
約
１
８
０
０
自
治
体
の
中
で
51

位
。
※
総
務
省
調
べ
）

●寄付者も、小林市もうれしい「ふるさと納税」の制度をおさらいしましょう。

　「ふるさと納税」とは、　通常、税金は、自分が
住むまちに納税しますが、故郷をはじめ自分の応
援したい自治体に寄付という形で納税できる国の
制度で、平成 20 年度にスタートしました。出身
地や応援したい自治体に寄付をすると、寄付者の
所得に応じて住民税と所得税が軽減されます。そ
して、寄付者には、自治体自慢の特産品が贈られ
ます。財源の確保だけでなく、地場産品のＰＲや
生産者の売上向上にもつながります。また、寄付
金は地域活性化のために活用。寄付者は寄付を通
じて地元へ貢献できる制度でもあります。

年
々
増
加
す
る
寄
付
額

昨
年
は
約
10
億
８
千
万
円

最寄りの税務署

小林市
住んでいる
自治体

特産品

寄付

住民税の
軽減

申
告

税
の
還
付

ふるさと納税の
仕組み

応援したい自治体に寄付する制度

ふるさとを思う人

小
林
を
元
気
に
。

400 万 2000 円20 年度
21 年度
22 年度
23 年度
24 年度
25 年度
26 年度
27 年度
28 年度

405 万 5500 円
314 万 3000 円
155 万 8500 円
157 万 4212 円
699 万 2800 円

1 億 3076 万 3702 円
6 億 6697 万 1224 円

10 億 7625 万 4428 円

年　度 納　税　額

ふるさと納税の納税額の推移（小林市調べ）

【写真上】寄付者から生産者へ
手紙やメールなども寄せられて
おり、新たな交流が生まれてい
ます。【写真中】新たなファン
獲得を図るため、姉妹都市の石
川県能登町とも連携し、お互い
の特産物の返礼品に追加。【写
真下】国内外でフレンチレスト
ランなどを経営する㈱ひらまつ
と連携し、市産食材を使った魅
力発信も行っています。

　

市
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を

入
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、「
全

国
へ
向
け
た
小
林
市
の
Ｐ
Ｒ
」
で

す
。
返
戻
品
と
し
て
贈
る
特
産
品

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
市
で

は
寄
付
者
に
対
し
て
「
小
林
に
行
っ

て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力

発
信
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
毎
年
、
寄
付
者
は
増
え

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー

も
。
多
く
の
人
に
小
林
市
を
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
フ
ァ
ン
獲

得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
地
域
経
済
の
活
性

化
」。
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
返
戻

品
と
し
て
多
く
の
特
産
品
が
全
国
に

流
通
し
ま
す
。
同
時
に
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
へ
の
売
り
込
み
も
行
っ
て
お

り
、定
期
的
な
取
引
が
始
ま
る
な
ど
、

新
た
な
販
路
拡
大
に
も
貢
献
。
そ
し

て
、
販
路
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
、

地
元
企
業
で
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ

ど
う
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
？

　

市
で
は
、
地
方
創
生
を
進
め
る
上
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
を
一
つ
の

重
要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。「
全
国
へ
向
け
た
小
林
市
の
Ｐ
Ｒ
」、「
地

域
経
済
の
活
性
化
」、「
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
」、「
寄
付
を
活

用
し
て
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
の
４
つ
を
主
な
柱
と
し
て
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
や
地
域
活
性
化
な
ど
で

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用

【特集】ふるさと納税で「小林を元気に。」

る
な
ど
、
目
に
見
え
た
形
で
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
」。
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
、
商
品
が
全
国
に
届
け
ら

れ
る
こ
と
で
、
消
費
者
か
ら
の
声
や

販
路
拡
大
な
ど
目
に
見
え
た
効
果
が

現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
生

産
者
が
自
信
を
深
め
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
お

り
、
実
際
に
事
業
者
間
の
自
主
的
な

連
携
に
よ
る
販
売
促
進
活
動
や
新
商

品
の
開
発
な
ど
、
新
た
な
動
き
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、「
寄
付
を
活
用
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」。
市
で
は
、

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
地

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
（
具
体
的
な
活
用

内
容
に
つ
い
て
は
、
６
・
７
ペ
ー
ジ

で
紹
介
）。

　今年、「子牛の命名権」を活用し
た農家支援プログラムを導入しま
した。これは全国初の取組で、市
の基幹産業である農畜産業を多く
の人に知ってもらうことが目的。
農家と寄付者の距離を縮めること
で、農家のモチベーションが上が
り、生産性の向上につながること
も期待されています。そのため、
集まった寄付も、担い手育成や農
家の支援などの施策に活用します。

　また、全国の寄付者に対して単
に食べるだけでなく、「食育」の
観点でのＰＲを進めるために、命
名した牛の成長過程を寄付者が確
認できるようにするなど、牛一頭
一頭にあるストーリーも感じても
らえる工夫をしています。
　この取り組みは、東京キー局を
はじめ、複数のメディアにて取り
上げられ、日本中で注目を浴びて
います。



　大きな課題の一つである少子化の進展。子育てにやさしい
まちとして、安心して子育てができる環境づくりを図り、地
域内の少子化対策と移住定住につなげていきます。

育の充実
　未来を担う小林市の子ども達。誰もが将来の夢を描き、そ
してその将来に向けての知識や経験の蓄積につなげるげるた
め、子ども達の学びの機会を充実させます。

光振興
　急激な人口減少により、地域経済が縮小していく中、「稼
ぐ観光」に焦点が当てられています。交流人口の増加や新
たな雇用の創出などに向けて取り組んでいます。

小野湖を活用したウォータースポーツやレ
ジャーにより、既存宿泊施設や民泊の利用者
増、交流人口増につなげ、雇用創出や経済活
性化を図っています。（活用額 400 万円）

小野湖の活用

　地域の活性化に資する基盤整備を図る上で、そこに住む人
の高揚やそれを補てんする地域インフラの整備は重要な要
素。住民がワクワクするようなことを描けるようにその素地
を醸成すること、また住民間の交流により新たなイノベー
ションを生み出すきっかけを作る取り組みを行います。

企業版

ふるさと納税

の活用

全国の経営者や第一線で活躍する大学教授な
どを講師に迎え、地域の課題を解決する人材
を育成するプロジェクトを実施しています。

（活用額 1197 万円）

宮崎こばやし熱中小学校開講

小林市中心市街地活性化基本計画に基づき、
中心市街地に商業施設、交流スペースや公共
施設機能を持つ「TENAMU ビル（まちなか
複合ビル）」建設のための補助を行っていま
す。（活用額 8286 万円）

TENAMU ビルの建設

小学生の入院・外来の自己負担は 800 円、
薬局は自己負担がゼロになりました。（活用
額 9642 万円）

小学生への医療費助成

乳児・幼児へのロタウイルス、おたふくかぜ
の任意予防接種の費用を一部補助していま
す。（活用額 1038 万円）

乳幼児の予防接種の補助

子育て世代の負担を軽減するため、小中学校
の学校給食費を半額補助（年間で小学生が 2
万 3650 円、中学生が 2 万 6950 円）し
ています。（事業費 9096 万円）

学校給食費を半額補助

センターを設置し、児童生徒の社会的・職業的自立
の基盤となる能力や態度を育てるキャリア教育を、
学校と地元企業などが連携して推進しています。（活
用額 260 万円）

キャリア教育支援センターを設置

道寄付を活用して市民サー
の使い

いただいた寄付金は、 子育てや教育、
さまざまな事業に活用されています。

地域活性化など

ビスを向上
ふるさと納税

【特集】ふるさと納税で「小林を元気に。」

育て支援子

観教

域活性化地
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